涙の アリバイ 

—— 手先 表情 映画- 



夢 野久作 



すべて 無 字幕、 説明な しで、 手 だけ を 中心とし、 

その他の 物体 は、 手の 背景と してう つす。 但、 

生きた 人間の 顔 は 絶対に 取り入れぬ こと。 

俳優 登場 

◊ 悪人の 手 ：：： 四十 恰好の 色の 白い、 指の 長い、 節の 

高い、 青す じの 走った 毛ムク ジャラ …… 。 

きずあと 

…… 右の 手の甲に 大きな 疵痕 …… 。 

…… 左の 薬指に 「槻 田」 と 彫った 巨大な 認印 つき 

の 指 § 一 S …… 。 



第一 の 場面 

…贅沢な 事務 用 机の 中央の、 椅子に 接した 三尺 

四方ば かり …… 。 

…凝った 文 具 いろいろ …… 。 

…高雅な 卓上 電燈、 写真 立て、 豆 人形、 一 輪 挿 

し、 灰 落しな ぞをキ チンと 並べて ある …… 。 

… 一 隅の 置 時計 は 九 時 十五 分 を 示して いる …… - 

…薄暗い 窓 あかりが さしてい る … … 。 

…時々 自動車の へ ッド ライトが 窓 硝子に 近づ い 



がふる え 出し、 文字が 固苦しく 乱れ 始めて、 と 

うとう 中止す る。 

參 探偵の 手 登場 …… ッ カツ 力と 机に 近づき、 立った ま 

ま 握手 を 求める 

◊ 悪人の 手 ペン を棄 て、 さも 愉快そう に 立ち 

上 つ てこれ に 応じ、 椅子 を 指して 「サ アド ゥゾ」 

という こなし …… 。 

• 探偵の 手 椅子に 腰かけ、 ハンカチで 汗 を 拭 

う。 

• 女中の 手 登場 …… 探偵の 前に 珈徘を 置いて 退場 …… - 

◊ 悪人の 手 悠々 と 椅子に 腰 を 下し、 机の 上の 



やがて ピストル を ポケットに 押し 

込み、 急いで 手袋 を はめ レタ ー ぺ ー パ— の 書き 

かけ を 下の 二三 枚と 一緒に 破って、 これ もポ 

ケッ トに检 じこみ、 机の 上に 投げ出した 身の ま 

わりの もの を 取り上げ、 電燈を 消して、 探偵の 

あと を逐 うて 行く …… 。 

11 〔間〕 11 

◊ 美人の 手 登場 …… しずかに 電燈 をつ ける。 

指環 を はめ 直し、 指先に 残って い 

る 化粧の あと を ハンカチで 拭い 消し なぞし なが 

ら、 何気なく 机の 案内状と 葉書と を 取り上げて 



みる。 

さも 嬉しそうに 両手 を 打ち合わせ 

る。 

インキ をつ けた まま 投げ出して あ 

る ペン を、 ソッと 取り上げて 「出席 槻田 万策」 

と 書いて ある 横に、 優しい 筆跡で 「同 シズ 子」 

と 並べて 書き 「欠席」 の 文字 を 消そうと して、 

インキの 切れた のに 気付き、 つけ 足そうと する _ 

と インキ 壺の 中に 何 か 落ち 

込んで いるのに 気がついて、 ペン先で 二三 度 突 

つき、 その 中の 一個 を かき 上げる と、 ハツと し 



11 〔間〕 11 

探偵の 手 登場 …… 左右と も 手袋 を はめた まま、 ソロ 

ソロと 机に 探り 近づく。 

懐中 電燈を 照し、 そこいら を 調べ 

つばつ ぼ 

まわる。 紙屑籠 唾壺 小型の 

瓦斯 スト— ブ なぞ …… 。 

大きな インキ 瓶の 口が 濡れて いる 

のに 気付き、 取り上げて 二三 回 振って みてから 

又 下に 置く。 

机の まわり を 押し こころみて、 秘 

密の 落し 戸の 有無 をた しかめる。 
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ろから 突然に パッと 光線が さす I 

ハツと して ハンカチ を 取り 落す。 

懐中 電燈を さしつけつ つ 近寄る。 

わな わなと 慄ぇ 出す。 

ピンセットで 物 を 抓み 上げる 真似 

宝石の 包み を 差し出しつつ、 わな 

包み を 受け取って 中味 を検 め、 固 

無造作に ポケットに 入れる。 



手 を ハンカチ ごと 両手で 強く 握り締め 「御 安心 

なさい」 という 風に 軽く たたいて 慰撫す る。 

—— その上から 涙が ポト ポトと 滴たり かかる I 
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